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2024年12月2日（月）　晴

　昨日に続いて晴天、気温は18℃前後まで上がるらしい。紅葉はようや
く見頃、御堂筋の銀杏はどうだろう。オービックビルの街角ピアノ、今日
は開いているようだから、お昼に買い物がてら散歩しよう。

―　覚りの更新　―

　同じことに、しばらく時間が経って、新しい認識が芽生える。そういうこ
とがなんどとなくある。そのたびに、年をかさねる意味、意義を感じる。年
をとるって、ほんとうに、おもしろい。

　朝は静寂につとめる。音楽も何も自分からはセッティングしない。出か
ける準備をしながら、自然に思考がめげる。何がきっかけでそのことを
思い出すのか、着想するのか、不思議。

　歯を磨いている間、化粧水を両手でゆっくり、何度も顔にのせている間
は、同じ動作を繰り返すからか、一つのことを少し掘りさげて考える。た
ぶん手を動かしているのもいい。触覚がそこにうまく融合する。

　昨日日曜の朝、“まだわかってなかった…？”。『自業のすすめ』
（2016年4月）をまとめた時の覚りは、まだ浅かったのではないか。そ
んな風な想いがわいた。その覚りとは、ひとに「見つけてもらった」。自分
なりの仕事の概念を実践できているのは、そのおかげ。

　この「見つけてもらった」の認識は、個人的には大きな気づきであっ
た。見つけてくれた上に、「いい人」である。LYK流定義の２つ目の「人
のためになろうとする」。仕事関係で、それを授かる。なんとしあわせな
ことか。だから『自業のすすめ』の終章でも、「恩人に報いる」をいれ、レ
イトワークの柱と考えている。

　そのことの意味を昨日朝、さらに深く感じた。世界をひろげて想像し
て、これまで以上に希少なものに想えた。大げさにいえば、自分の世界
観がまた少し更新された。よかった…。これからもこういう更新が時々あ
る、たぶん。たのしい、たのしみ。

2024年12月3日（火） 上本町の一画、この季節のツワブキ、見っけ
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2024年12月4日（水）　晴

　今日も朝からよく晴れている。気温は昨日より4℃ほど下がり15℃前
後の予報、それでも風がないから寒さは堪えない。御堂筋の銀杏もよう
やく黄葉してきた。買い物がてらの散歩は東方向よりだったけど、しばら
くは西にしよう。

―　どこへ行くのか　―

　今朝のessaisで話した韓国の「非常戒厳」。続報を読むと、国会の決
議にしたがって、一応解除されたらしい。BBCのサイトには取材写真も
たくさん載っていた。けっきょく、劣勢続きの大統領が打った〈苦肉の
策〉、一時的なパフォーマンスだったのか。

　民主化に軸足をきった1987年から37年、まだ50年経っていない。
1987年の日本といえば、バブル経済が佳境に入ろうとするとき。
1991年の崩壊を経て、1997年秋の「山一破綻」にはじまり、「銀行が
潰れる」経験をして、現在の社会構造へとつながった。

　韓国はアメリカよりも競争が激しいという。出生率の低下は日本以上
で、今の社会構造のままだと、生んで育てる経済力も気力も持てない、
「女性たちは出産ストをしている」と研究者が語っているのを新聞で読
んだ。象徴的である。

　さて今回の顛末、これからどう展開するか、新たな動きを見せるか、よ
く見ておこう。ひょっとすると、これは世界の動きとつながった何かかもし
れない。そんな気がする。時流を読むためにも、要注視。

2024年12月6日（金）　晴

　日の出時間はまだまだ遅くなっているので、同じぐらいの時間に家を
出て空は朝を待つ感じ。昨日は曇が多かったけど、今日はよく晴れそ
う。明日は「大雪」。

―　どのようなＰＡか　（３）　―

『見える死後との見えない働き』②　口に出すこと（続４）

　口に出す。異論もとなえる。こちらはそうでも相手がそうでな
ければ、たぶん相手は、自分のない面をみて好感するか、逆に嫌
悪感を持つか、はたまた同じように口に出すタイプで敵対視する
か。

　嫌悪感をもつ人は、先方から距離をおくようになるのが常。敵対視する
人には、こちらが距離をおくようになる。人間関係でのトラブルがあまり
無いのはそのおかげ、そう捉えている。口に出すことは、相手に判断材
料を与えることでもあるし、こちらにもまたそう。

　口に出す、といっても何でもかんでも、といのでなく、肝心なこと。何を
肝心なことと考えるかは人によって違うだろうから、そこにその人のパー
ソナリティー、アイデンティティが表れ、それぞれの人物像につながって
いくのかもしれない。
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　利害関係があったとしても、いざという時には、一個の人間どうし、対
等という精神が根底に眠っている。平時は立場をわきまえて振舞ってい
る、つもり。でも、事と次第によっては、得たものを無くす覚悟で、正面か
ら対抗する。実際、そういうことがあった。

2024年12月9日（月）　晴

　「大雪」を迎え、冬らしい寒さになってきた。それでも10℃を超えている
から厚手のロングコートを着るほどでもない。日の入り時間は明日を
ピークに明後日から反転し、遅くなり始める。冬至も近い。

―　寿命って　―

　不慮とは、想いだけないこと、意外、不意。仕事の直前に突然、命が絶
えるなんて。今では俳優さんのイメージのあるかの女性の訃報、54歳と
は…。ときどき紹介している『男と女の生産性』からみて、これから本領
発揮のライフステージに入るのに…。

　今から20年ほど前、仕事で知り合ったお寺の住職さんに尋ねたこと
がある。「寿命って、どう決まるんでしょう？」。その場には他にも人がい
たから、質問に茶々をいれられて、正面きっての答えは聞けなかった。

　仕事で知り合った西陣織の絵師の人が、経済的安定のために介護の
世界に入り、地域の包括支援センターで働いていた時に聞いた話が今
も印象に残っている。

　映画『誰も知らない』のように、一般には知られていない、関心の持た
れていない家庭がたくさんあるという。実際の話をいくつか教えてくれ
た。事故や事件になって初めてわかるような悲惨な状況の家もある。

　話を聞くうちに、「そういう状況をたくさんみてきて、感じること、考える
ことはどういうことでしょう？」と尋ねたくなった。答えはすぐに返ってき
た。「人間、そう簡単には逝かない、ということです」。

　どういうことか。「長く、俗にいうゴミ屋敷に住んでいて、健康状態もよ
くないけど、生きている、生きているんですよ」。この言葉が今も耳につ
いている。

　不意に逝く、そう簡単には逝かない。その差は何か…、考えるともなく
考える。寿命って、なんでしょう。

2024年12月11日（水）　晴・曇

　今日も昨日と同じような天気。日向を10分ほど歩くと、マフラーをはず
したくなる。昨日の昼にまた淀屋橋まで買い物がてら歩いた。オービック
ビルの「ストリートピアノ」はまた誰も弾いていなかった。土曜は弾き手
の行列ができるらしいけど。

―　どのようなＰＡか　（３）　―

『見える仕事の見えない働き』②　口に出すこと（続5）
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　目にみえる利益を断念する覚悟で取引先に「モノを申す」。その一件
は事務所をもって２年も経たない頃であった。内容は４年前の「ひと言
ひとり言vol.2」で話した。

　自分の気持ちや考えをはっきり伝えることを避ける人が多いようだけ
ど、避けないことで、相手に適切な判断材料を与えて、人間関係のスト
レスやトラブルを軽減できると過日書いた。

　軽減できる以上に、関係が深まる場合も少なくないから、「コミュニ
ケーション」の妙味やいかに。あの一件でとった自分のスタンスと方法
は、我ながらよくやったと、後にふり返った。

　でもエライのは自分ではないとも気づく。先方の度量のおかげ。こちら
のアプローチを、正面から受けとめ、許容し、一件落着に治めてもらっ
た。人によっては「無礼！」と一蹴されたかもしれない。

　この一件以降、明らかに先方の見方がかわった。契約満了後も
ずっと音信は続き、今も続いている。1996、7年の頃からだか
ら、30年近くになる。独立初期のこの一件の学びは大きかった。

　今から６年前には、まったくタイプの違う別の「口に出すこと」の大きな
一件が仕事先との間であった。これはもっと時間が経ってから話せるな
ら話そう。それほど貴重で大きな経験であった。

　　真意、本心、意志を「口に出す」。その行為は厳然として、
いたって静か。結果は、未来に前進的で躍動的。「口に出すこ
と」の意味、意義、イメージを、今のところ、そうとらえる。

　仕事柄、「口に出すこと」は仕事である。明確な助言を口にするのは
〈見える仕事〉である。しかし、その前後の隙間、あるいは時間差の合間
で発することがある。それは〈見えない働き〉といえる。

　　　『微なるかな　微なるかな　無形に至る
　　　　神なるかな　神なるかな　無声に至る』（孫子）

2024年12月16日（月）　晴

　早朝、満月の光が西の窓に輝いていた。開けて満月を拝んだ。たぶん
金星もよく目立った。ちなみに今年の大晦日は新月。

―　正気　―

　日曜の日経トップは「弾劾可決」、極太のヘッドラインだった。前日14
日夕方の採決が気になり、報道ニュースをみた。びっくりしたのは、かの
大統領が、偏った思想のユーチューバーに傾倒し、「エコーチェンバー
現象」に陥っている可能性があるとのこと。党員内でもよく知られたこと
だそうで、嘆きの声もあがっているとか。

　先日仕事で聞いた話にも通じるか。各地の被災地支援を長くやってい
る人が実際に経験したこと。東北のある地域の支援に入ったとき、すで
に支援に入っていたカルトグループに、地元の人々がまるで〈洗脳〉さ
れたようになっていたこと。
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　リーダー格のお寺の住職さんに至っては、他の支援グループを敵対視
するほどになっていて、自分たちの支援活動はほぼできなかったらし
い。ヒトの不幸に乗じて、弱みにつけこんで、人のこころを操ろうとする、
必ずそういう人間がいる。その場に自分がいたら、どう振舞えるだろう
か。

　一人では到底対抗できないだろうし、心理の専門家もふくめたグルー
プで、周到に準備して一定期間の取り組みが必要になる、たぶん。案
外、ぱっと、催眠さから覚めた時のように、一瞬で我に返ることもあり得
る。人の心の丈夫さ、可能性の雄大さを信じる。

　さて、かの大統領はどうか、韓国の情勢はどうなっていくか。

leeslee 5/5


